
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（ 松本 地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 
事 業 内 容  写真 

 
 

 

 

 

 

 

 

住居喪失者の一時的な住まいとして運営されて

いるサポートシェアハウスとまり木のインフラ

を整備強化することで利用者の居住性と支援の

適性を向上させるとともに、地域住民が立ち寄り

居場所にできるとまり木開放のための条件を整

備する事業。 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

トイレのバリアフリー化・乾燥機の設置による衛

生環境の向上を行い、近代的な衛生環境が大きく

向上した。 

 

あわせてシェアハウス事業管理用PC を新たに配

置することで適切な住民情報管理が可能となっ

た。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

今後の取り組み  

地域への開放が可能となったとまり木を地域の人々が立ち寄ることの可能な地域の福祉拠

点としていくべく、イベントや啓発、交流など企画・運営していく 

事業名 ひらかれたとまり木事業 

事業主体 
（連絡先） 

特定非営利活動法人サポートセンターとまり木 

0263－50－6747 

事業区分 保健、医療、福祉の充実 

事業タイプ 
ソフト ハード 

総事業費     2,424,999 円（うち支援金：1,825,000 円 ） 

① サポートシェアハウスのイン

フラ改修と機能強化により居

住性を向上しより適切な支援

を実施する 
② 地域住民への開放に相応しい

機能を得る 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 
サポートシェアハウスの機能向上

により居住環境・衛生環境が向上

し、地域への開放が可能となった。 

 【目標・ねらい】 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 


